今回は私の可愛い家族について紹介させてもらいたいと思います。
その家族とは、去年よりお迎えした短毛猫「マロン」と、今年より新たにお迎えした長毛猫「どら」の２頭についてです。「マロン」はもうすぐ２歳で、「どら」は１歳になったばかりですが、猫の２歳は人間でいう２４歳、１歳は１８歳に相当するらしいです。とても小さかった子猫時代から振り返ってみると、人とは違う時間の流れ方にとても不思議な感じがしています。家族として同じ時間を共有しているのに、年齢の重ね方は私たちよりずっと早いのですね。
日頃主に行っていることは、食事の管理、排泄の片づけ、ブラッシング、爪切り、歯磨き、耳掃除、遊びなどです。仕事上、リハビリの一環で高齢者の方の口腔ケアを行うことが多いですが、動物に対しては動物の難しさがあると感じています。猫の歯は鋭く、噛まれたらとても痛いです。毎日のケアは大変なことも多いですが、最期までお世話をするという気持ちを持ってお迎えしたので、いつもできるだけ優しい気持ちでお世話したいと思っています。
「マロン」は食事を終えると窓の方に行き、外を眺めていることがあります。そんな時はいろいろな音を聞きながら、外の世界に興味を持っているのかな等、猫の気持ちを想像しながら妻と話をすることも楽しみの一つになっています。
「どら」はとても人懐っこく甘え上手です。自分が撫でてもらいたい時はお腹をみせてコロンと横になります。撫でてあげると喉をゴロゴロならして尻尾を立てて喜びます。
このかわいらしい２頭の猫は、毎日わたしと妻を幸せな気持ちにさせてくれます。これからも大切にかわいがっていきたいです。
